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冷害年における窒素の多用は不稔割合を著しく高めるこ

とが早くから指摘されているが,低温下でも迫肥の時期に

よってはプラスの効果がみられる場合があるので,追肥時

期と不稔歩合との関係を明らかにするため,幼穂発育期間

中の冷水処理と活着期,幼穂形成期直前あるいは止業期頃

の窒素追肥とを組み合せて,生育に及ぼす影響を 1979,'80

年に検討した。その結果, 2カ年ともほぼ同じ結果が得ら

れたので, '80年の結果を報告する。

2試 験 方 法

アキヒカリ,アキユタカ,キ ヨニシキ, トヨ‐シキの各

中苗を供試し,30X15m.1株 3本で 5月 20日に移植した。

基肥として窒素,燐酸,力1里とも07″/3,堆肥 100り
/3,珪 カル15り/8を施用した。試験区は表 1に示した

ように,無処理を含めた 4冷水処理時期と4窒素追肥法と

を組み合・●た16区 とした。冷水処理は水深約 5いで井戸水

の掛け流しとした。処理期間中の平均水温及び処理開始の

各品種の出穂前日数は表 1に示したとおりであった。窒素

の追肥時期及び追肥量も表 1の とおりで, 6月 23日 は幼穂

形成期前に相当し, 7月 26日 または8月 4日 は減数分裂期

から止葉期頃に相当した。 1区 207, 1区制。

3 結果及び考察

出穂期への影響を冷水処理時期別にみると,幼穂形成期

処理のA,3処理では減数分裂期処理の C処理より出穂期

表 :試 験 区
冷水処理時期

が 1～ 2日遅れる傾向にあった。冷水処理区における追肥

時期と出穂期との関係では,無追肥に比較して 6月 23日の

追肥では 2～ 3日 遅れ, 7月 24日 または 8月 4日 の追肥で

は 1～ 2日 早まる傾向がみられた。無処理区でも追肥時期

と出穂期との関係ではほぼ同じ傾向にあったが,追肥時期

間の差は冷水処理区より小さかった。出穂遅延の品種間差

では,無処理区に対し,遅延が著しかったのはアキヒカリ

ゃトヨニンキで,ア キユタカでは比較的小さく,キ ヨニシ

キではその中間であった。

不稔歩合を冷水処理時期別にみると,■処理つまり出穂

前32～37日頃からの処理開始では不稔歩合は各品種とも他

の処理時期より低かった。 3処理つまり出穂前22～27日 頃

の処理開始では各品種とも不稔歩合が最も高かった。 C処

理では不稔歩合はキヨニシキ, トヨニシキ(それぞれ出穂

前15,17日 に処理開始 )では極めて高かったが,ア キヒカ

リ,アキユタカ(それぞれ12,14日 )ではそれらより低か

った。以上のように,本試験条件では不稔歩合は出穂前 15

～27日 頃から冷水処理を開始した場合に著しく高かった。

冷水処理下における窒素追肥と不稔歩合との関係では,

6月 23日 の追肥 (2-0区 )では,無追肥 (0-0区 )に
比較して不稔歩合が高くなり, 7月 26日 または8月 4日 の

追肥 (0-2区 )では大差なかった。両時期とも追肥 (2
-2区 )の場合の不稔歩合も0-0区 とほぼ同程度であっ

た。以上のように,幼穂形成期前の窒素追肥では不稔歩合

は高まるが,減数分裂期から止葉期頃の追肥では悪影響は

みられなかった。また,幼穂形成期前に追肥した場合には

止葉期頃に追肥を加えることによって悪影響が小さくなる
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ことが認められた。

冷水処理峙問
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図 : 冷水処理区における窒素の追肥時期と出穂期 ,
不稔歩合との関係

冷水の影響が比較的小さく,追肥時期によって不稔歩合

に差のみられたA処理での収量構成要素をみると,株当た

り靭数では 0-0区が最も少なく, 2-0, 2-2区が多
く, 0-2区ではその中間となった。登熟歩合は 0-0区
に比較して, 2-0区では低く, 0-2, 2-2区 ではほ
ぼ同程度であった。 2-2区の登熟歩合は2-0区よりも
高かった。玄米千粒重は0-0区に比較して, 2-0区で
は軽く, 0-2区では同じかやや重い傾向を示 t/, 2-2

区ではほぼ同程度であった。

以上のように幼穂形成期前の追肥では不稔歩合が高くな

って冷害を助長するが,減数分裂期から止葉頃の追肥は不

稔歩合を高めることがなく,頴花の退化を防上し,登熱歩

合と玄米千粒重を増加させた。志賀
→
は北海道における試

験結果から,止葉期追肥の効果は低温年でしかも窒素含量

が非常に高い状態でもみられ,追肥の危険性が小さいと述

べている。これらの結果からみて,低温下における上葉期

追肥はかなり安全性が高く,冷害軽減の効果があるのでは

ないかと考えられる。

本試験での減数分裂期から止葉期頃の追肥の効果は追肥

前の幼穂発育期間中に低温に遭った場合にみられたもので,

止葉期頃の追肥後に低温に遭遇した場合の収量への影響に

ついては今後検討しなければならない。また,本試験では

窒素追肥の時期は 2時期のみであったが,低温下における

図 2 冷水処理区における窒素の追肥時期が収量
構成要素及び玄米重に及ぼす影響

追肥の施用時期と頴花数の増減及び不稔発生との関係につ

いてもさらに詳細に検討する必要があろう。

4 ま  と  め

水稲の幼穂発育期間の時期別に水深約 5いで14日間の冷

水掛け流し処理をし,この処理前すなわち幼穂形成期前ま

たは処理後すなわち減数分裂期から止葉期に窒素追肥を行

い,生育,収量構成要素などに及ぼす影響を検討した。

1 冷水処理時期別の出穂期への影響は幼穂形成期処理
が減数分裂期処理より大きく, 1～ 2日 遅れた。追肥時期

と出穂期との関係では,無追肥区に比較して,幼穂形成期

前の追肥では出穂期が 2～ 3日 遅れ,減数分裂期から止葉

期頃の追肥では 1～ 2日早まる傾向がみられた。

2 冷水による障害不稔は出穂前約37日頃からの処理で
発生したが,特に著しかったのは出穂前15～27日 頃から冷

水処理を開始した場合であった。追肥時期と不稔歩合との

関係では,幼穂形成期前の追肥では無追肥に比較して不稔

歩合が高くなり,減数分裂期から止葉期頃の追肥及び両時

期の組み合せ追肥では無追肥区と大差なかった。

3 幼穂形成期前の追肥により,登熟歩合,千粒重の低
下がみられたが,止葉期頃の追肥を加えることにより,登

熟歩合,千粒重ともに向上し,止葉期頃の追肥には登熟形

質を向上させる効果のあることが認められた。
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